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第３７５回白石市議会定例会 一般質問通告書

順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

１ ９番 １ 官公庁オークション（ネット公売）について 市 長
佐久間 儀 郎

行政にとって「滞納」は悩ましい事案です。最近行
政機関が税滞納による差し押さえ品をインターネット
で公売する動きが加速しています。
この差し押さえ品のネット公売は、小額動産が多い
のが特徴のようだが、かなりの落札率と落札額になっ
ているため、税滞納を解消する有効な手段となってい
ます。滞納対策の常識がかわってきたといえます。本
市においてもそうした流れを把握し、オークションシ
ステムに登録しているやに聞きましたが、過年度決算
案においても不納欠損、収入未済額が多額になってい
る現状に鑑み、このシステムの取扱いをどのように考
えているか、市長の見解を伺います。

２ 教育現場の「ゆとり」について

文科省の実施した教育現場の勤務実態調査では、さ
まざまな要因で教師が心の「ゆとり」がもてないでい
ることが判明しました。そこで、本市の実態について
説明を求めると共に以下の諸点を伺います。
(1) 勤務実態の改善工夫は欠かせないが全国一律４０ 教 育 長
人学級措置のところ、本市では小学校１，２年生ま
で３５人学級の運用がなされている。これを６年生
までに拡充していく方向の検討。
(2) 常勤教育長ほか非常勤教育委員で構成されている 市 長
教育委員会では、課題の隅々まで議論し検討する体 教 育 長
制にあるものか懸念している。地方教育行政の組織
及び運営に関する法律の一部を改正する法律が本年
４月１日に施行されたが、１９条２項で市町村教育
委員会の事務局に指導主事その他の職員を置くこと
を規定した。教育委員会の体制充実のためこの努力
義務を果たすことが必要と思うがいかがか。

３ 「モンスターペアレント」の対応について 教 育 長

精神性疾患を含め教員の病気休職者は過去１０ケ年
度で急増し、自殺する教師も出る事態になって社会問
題化した。この一因には、消費者意識で声高に要求す
る保護者、いわゆる「モンスターペアレント」の存在
があるといわれています。
(1) 本市にモンスターペアレントの問題は生じている
ものかどうか。
(2) 事例があるとすれば、本市教育委員会での対応は
どのようなものか。
(3) 現場対応のためには、具体的指針をつくるべきと
考えるが、いかがか。
(4) もし民事、刑事事件も想定されるならば、法務関
係、警察ＯＢ等の外部のサポート体制を整えること
も検討すべきと思うが、いかがか。
(5) 基本は、保護者と教師がゆっくり話し合うことが
大事であり、このためにも勤務環境の改善が必要で
はないか。
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

１ ９番 ４ 「不登校」の問題について 教 育 長
佐久間 儀 郎

文科省の2007年度学校基本調査速報が発表され、宮
城県では小学生が450人で前年度の横ばいだが、中学
生が2,203人で、２年連続増加傾向を示した。子ども
自体は減少しつつあるのに、不登校の子どもが増加し
ているのは憂慮すべき事態であり、本人にとっても、
社会にとっても望ましい姿ではない。
(1) 文科省は不登校小学生が７万人を超えた1992年か
ら学外施設で相談や指導を受けている場合、一定条
件で出席扱いの措置を導入しましたが、本市での不
登校の実態と文科省措置の事例をお示し下さい。
(2) 今後の対策はどのように考えているか。市内の全
中学校のスクールカウンセラーの取り組みとの兼ね
合いを含めてお聞かせください。
(3) 不登校の原因は複合して存在していると推測しま
すが、対症療法ではなく予防策が重要です。教育委
員会として、学校をどのように指導されているのか
伺います。

５ 教育観について 市 長
教 育 長

教育事業は｢国家百年の大計｣であるといわれます。
モノ造りではなく人をつくっていく壮大な事業であり
時間と財源と愛情とをたっぷり惜しみなくかけて、ゆ
っくり醸成していくものでありましょう。従って、教
育委員会、そして首長双方には高い理念と使命感の共
有が要求されていると考えます。本市の教育について
教育環境の整備を含め、市長と教育長のそれぞれの教
育観をお聞かせください。

２ １番 １ 公益法人制度改革について 市 長
沼 倉 昭 仁

平成１８年６月、公益法人制度改革法が成立した。
これまでの公益法人のあり方を抜本的に変える大改革
であり今年の１２月１日から施行される。
本市にも、この法律の対象となる公益法人が存在し
ており、公益法人として認められなければ、団体を解
散するか、あるいは、税の優遇等が認められない一般
法人か株式会社へ移行しなければならない。
既に平成８年の閣議決定で、公益法人の行う公益目
的事業を総支出額の２分の１以上にすることが求めら
れているが、公益法人制度改革に向けてどのようなス
ケジュールで進めているのか、つまり、公益法人の自
主独立性を強めていくのか、あるいは、あくまで行政
の補完的な役割として法人を残していくのか、今後の
団体のあり方を明らかにする時期にきていると思われ
るが、公益法人制度改革にどのような考え方で取り組
むのか、市長の所見をお聞かせ願います。

２ 財政健全化法と自治体外郭団体への経営評価・監 市 長
査機能について

平成２１年度から施行される自治体財政健全化法で
は、普通会計の他に、病院や水道などの公営企業や、
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

２ １番 地方公社、第三セクターなども含めた自治体活動の全
沼 倉 昭 仁 体像を正確につかむため、財政の健全性の新しい指標

として自治体全体に関わるものが４つ、公営企業に関
するもの１つが導入された。
財政再建が話題になる案件は、自治体が出資又は出
捐（しゅつえん）している外郭団体がほとんどである
ため、指標の公表の仕組みを活かした外郭団体の情報
開示や外郭団体も含めた自治体財政への監視体制の整
備・充実が求められている。
現実に経営が厳しい病院や上下水道などの地方公営
企業や地方公社、第三セクター等の経営改善を視野に
入れながら、財政の健全化のために、外郭団体への経
営評価・監査機能をどのように強化していくのか、市
長の所見をお聞かせ願います。

３ ７番 １ 風間市政、１期４年間の成果をどのように把握さ 市 長
山 田 裕 一 れているのか

市長は、第３５２回白石市議会定例会、冒頭の所信
表明の中で「共汗、共学、共生」をキーワードに市民
総参加のふるさと共創を掲げ、未来の子どもたちに誇
れる活気と活力にあふれた心豊かなふるさと白石を創
造していきたい。と提唱されたが、この１期４年の間
を振り返って、４年間の成果をご自身で点数をつける
としたら何点をつけられるのか。また、どんな４年間
だったのか。お聞かせ下さい。

２ 戦略的な企業誘致活動の展開について 市 長

去る、８月２６日の河北新報朝刊一面にＮＥＣトー
キンがハイブリッド車などのリチウムイオン電池の電
極生産を拡大するため、第二の生産拠点の候補地に白
石などが挙がっているとの報道がなされた。例えば、
行政、民間デベロッパー、金融機関等などのメンバー
からなる企業誘致推進連絡協議会などを結成し、戦略
的な企業誘致活動を展開していく必要があると思うが
市長の所見を伺います。

３ 本市の雨水対策について 市 長

近年の集中豪雨は、降雨範囲が大変に局所的であり
降雨時間が短く、単位時間当たりの降雨量が多い。と
いった特徴がある。このようなごく限られた範囲に集
中して一度に降る雨をゲリラ豪雨と呼び、ひとたび発
生すれば、市民の生命・財産が危険にさらされるとと
もに、ライフライン等に被害が出れば多くの市民に影
響を与えることは間違いないと思われるが、本市の雨
水対策は、どのようなものか伺います。

４ 全国学力テストの結果をどのように本市の学校教 教 育 長
育に活かすのか

文部科学省が全国的な義務教育の機会均等と、その
水準の維持向上の観点から各地域における児童生徒の
学力・学習状況をきめ細かく把握・分析することによ
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

３ ７番 り、教育及び教育施策の成果と課題を検証し、その改
山 田 裕 一 善を図ることなどを目的に小学６年生と中学３年生を

対象に行われた、全国学力テストの結果をどのように
受け止め、本市の学校教育に活かすのか伺います。

４ ４番 １ 地域公共交通について 市 長
吉 田 貞 子

地域公共交通会議が、過日開催されています。
これは市民バスや市民タクシーなど市町村が行う有
償運送について、路線の新設や変更などを行う場合に
開催されるものです。本年には、再度公共交通の申請
をする予定と伺っています。そこでお尋ねします。
(1) 白石地域公共交通の方針内容は？
(2) 地域公共交通会議において、どのような協議がな
されましたか。
(3) 市民バスや市民タクシーについて、市民の要望を
どのような手法で把握し、反映しようとしています
か。
(4) 路線の新設、変更はありますか。
(5) 七ヶ宿線の検討はありましたか。

２ 市民合意のあり方と手法について 市 長

今議会において、市長は「扶助費を含めた経常的事
業の抜本的見直しと、行政事業の選択推進を進める」
としています。
(1) 抜本的見直しの基準を、どこにおこうとお考えで
すか。
(2) どのような手法で、抜本的見直しと選択推進をし
ようとお考えですか。
(3) 市民が必要とする事業を、どのように把握しよう
としていますか。
(4) 審議会等のあり方等に課題はありませんか。
(5) 市民の合意を得る手法を、情報公開をふまえ、ど
のようにお考えですか。

５ １０番 １ 原油高による急激な農業資材（肥料、飼料）の高 市 長
大 野 栄 光 騰による農家への支援策についてお伺い致します。

７月より一気に肥料が６割～２倍程の価格の高騰に
なってしまいました。リン鉱石の最大輸出国である中
国が実質の輸出ストップを掛けてしまいました。畜産
農家の人達は草を刈った後に肥料を散布する事が出来
なくなってしまいました。また、原油高により、飼料
価格の高騰が続き、どこまで上昇するのか不安です。
肉牛子牛販売農家の人達は子牛の販売価格が半額にな
ってしまい困っています。南三陸農協では、少額では
ありますが助成が始まりました。
当市においても実態を把握した対応策はあるのか。
下記事項ご所見をお伺い致します。
(1) 一般農家への肥料高騰に対する支援施策
(2) 畜産農家の飼料と草地肥料の異常高騰に対する支
援施策
(3) ハウス園芸農家の燃料価格上昇への支援施策
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

６ ２番 １ 公共施設における駐車場表示に思いやりと優しさ 市 長
管 野 恭 子 を

(1) 本市公共施設の障がい者用駐車場はクルマイスマ
ークのみの表示であるが、多くの自治体で外からは
判りにくい内部障がい者の方をイメージするハート
プラスマーク、又、妊娠中を表すマタニティマーク
等を表示し、使用しやすい配慮をしている現状がみ
られる。
思いやりと優しさを目指す、本市においても、上

記の２つのマークを是非、表示すべきと考えるが見
解を伺う。

２ 第一、第二児童館分割の詳細について 市 長

(1) 第３７５回、本定例会中９月４日第５８号議案質
疑の市長回答で”第一、第二児童館の分割を検討し
ている”旨があったが詳細について伺う。
(2) 福岡小学校、大平小学校における放課後児童クラ
ブ設置については検討されているのか。

３ 地球温暖化対策について 市 長

(1) 本市の取り組みについて伺う。
(2) 公共の建物に国の補助制度を利用し、太陽光発電
等のシステムを導入し、ＣＯ の削減を行う検討を２

なされてはいかがか伺う。

７ ３番 １ 工業団地造成に関連して 市 長
水 落 孝 子

企業誘致のために、従来のオーダーメイド方式から
工業団地造成に方向転換して、現在準備がすすんでい
ます。
企業誘致によって、雇用が増大し、地域経済が活性
化する、工業団地を作って良かったと市民が喜べるよ
うにするためには、工業団地に対する青写真を明確に
した営業活動が｢要｣となると考え、以下の点について
伺います。
(1) どの分野の製造工場を考えておられるのか。
(2) 営業をどのように展開しようと考えているのか。
(3) 地元雇用の創出と派遣労働についてのお考えは。
(4) 契約の条件はあるのか。

例えば・市上下水道の利用
・転入労働者の住民登録 正規職員・派
遣労働者

・更なる優遇措置
・その他
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

８ １７番 １ 農業生産資材高騰対策について 市 長
大 町 栄 信

今、農家は急激な生産資材の高騰による生産コスト
に頭をいためております。経営の安定対策等考えなが
らも対応策がみあたらずの現状です。各生産者団体な
どと話を聞いて支援策を考えているかお伺いします。

２ 介護予防事業について 市 長

要介護者が年々増加していくなかで、施設に頼るの
にも限りがあり、利用待ちが多くなっていると聞く。
今後益々介護予防によって健康、体力の保持増進を図
っていくべきである。
現在行政も数々の事業を行って積極的に取り組んで
いる。さらに地域全体への普及を図って、利用者の拡
大への考えをお伺いしたい。

９ １２番 １ スパッシュランドパークのシバザクラなど、花木 市 長
四 竈 英 夫 類の整備について

スパッシュランドパークは、白石市の奥座敷である
小原温泉の活性化とスパッシュランドとの一体的な利
用を図り、リゾート型の総合公園として平成９年４月
に開設されました。
しかし、近年メーンの花であるシバザクラの欠株等
が目立ち、訪れる観光客を失望させています。
ここで再び、ピンクの絨毯を敷きつめたような、見
事なシバザクラ公園を復活させ、観光客の期待に応え
られるような対策を講ずるお考えがないか、お尋ねい
たします。

１０ ８番 １ 住民自治型福祉施策について 市 長
安 斎 多実男

福祉施策における、「自助・共助・公助」の中で、
老人クラブ活動等の自助。サービス提供型、施設利用
型等の公助が福祉施策の中で目に付いているが、今後
扶助費の増加、高齢・少子化の中で、共助の部分の住
民が主体となって健康・福祉・生きがい作りを運営出
来る、住民自治型福祉施策が重要になるのではと思う
が、市長のお考えをお聞きしたい。

１１ １６番 １ 中島踏切問題 市 長
平 間 知 一

近隣市町村の総合アクセスを円滑にする目的で施行
している、白石柴田線の中島踏切の道路拡張と歩道設
置問題でございます。一般通行人や児童、生徒の通学
路にとっては、踏切内の幅が狭く歩行困難であり、事
故が怖いため通行車両の往来の時には、踏切内の通路
を歩けず線路を横切っている状態であります。特に、
朝、夕などは仙台～白石・白石～仙台方面の通勤者の
車が多いにもかかわらず、踏切内が狭いために、車が
片側だけしか通れず渋滞しており、道路交通に大きな
ネックとなっておりますが、なかなか解決方法を見出
せないまま現在に至っております。
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

１１ １６番 (1) 人に優しい道づくりの観点から、中島踏切の大幅
平 間 知 一 な交通渋滞の解消、踏切事故の解消のためにも踏切

拡幅、歩道設置が必要であります。今後、市として
の取り組みについてお伺いします。

(2) 予算ですが、平成１７年１１月から県の予算が休
止となっておりますが、いつ重大事故につながるか
も知れないとても危険性のある踏切であります。早
急に実施できるよう、再度、県に働きかけていただ
きたい。

(3) 今後ＮＥＣトーキンは電極生産を拡大するため白
石事業所を候補地に挙げているが、「４万人都市復
活大作戦」のためにも、白石に設置場所が決定され
ることを期待します。しかし、当市に決定すれば、
仙台方面からの通勤者は中島踏切を通るようになり
今まで以上に交通が渋滞することが予想されます。
その点についての考えをお伺いします。


